上平（うわだいら）　　２１-２０６-１

[bookmark: _Hlk136265907]①調査日  令和３年４月20日
②所在  中津川市茄子川
③地区の沿革  昭和25年10月に国有地に地元二、三男、引揚者等17名が入植した。
④設置年月日  昭和53年12月
⑤設置者  入植者
⑥碑文（表面）  上平開拓碑
当地は昭和二十年八月十五日終戦迄日本陸軍実弾射撃演習地であったが戦後国内食糧難と海外引揚者並びに戦災者を救済のため百五十世帯が仮入植し緊急開拓が始まり昭和二十二年八月十五日米国駐留軍の演習地となり已なく入植者は各地に離散した昭和二十五年二月米軍政部より日本政府に払い下げられた同年十月十五日地元二、三男を初め引揚者戦災者十七名が希望入植を認められ地名も上平と名付け開拓農業協同組合を設立し現地に骨を埋める覚悟でこの荒野に鍬を振り手開墾を初め道路新設、住宅建設、電気導入、根ノ上用水路工事、墓地、組合クラブ、建設等営農と食糧不足の中、克く困苦欠乏に耐えた苦難の道は二十余年の精魂を傾けて遂に所期の目的を達成し昭和四十九年十一月解散す
昭和五十三年十二月吉日
⑦碑文（裏面）  入植者17名氏名
　建設委員４名氏名
⑧現在の状況  地域内で管理されている。
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